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平成２７年４月２６日執行壱岐市庁舎建設に関する住民投票結果
当日投票資格者（人） 投票者総数（人） 棄権者数（人） 投票率（％）

男 １０，６５２ ６，７６８ ３，８８４ ６３．５４
女 １２，１３５ ７，７４１ ４，３９４ ６３．７９

計（平均） ２２，７８７ １４，５０９ ８，２７８ ６３．６７

投票者総数 １４，５０９票

無効投票数 １７７票

有効投票数 １４，３３２票

賛 成 ４，６２９票

反 対 ９，７０３票

４月２６日に執行されました住民投票は、以下の結果となりました。

開
票
作
業

新新庁庁舎舎建建設設賛賛否否をを
問問うう住住民民投投票票のの結結果果

この新庁舎建設にかかる協議として、壱岐市議会では庁舎建設検討特別委員会（委員長：市山 繁、副委員長：
牧永 護）を発足し、４回の委員会を開催しました。その間、「市民の声を聴く会」を４町で開催し、参加人数
のべ１４６人の市民から貴重な意見を拝聴しました。そのうえで慎重な審議を行い新庁舎建設の必要性について可
決しました。その後、庁舎建設特別委員会（委員長：鵜瀬 和博、副委員長：市山 和幸）へと議論の場を引き
継ぎ、５回の委員会を開催しました。この期間中に理事者側は、市民説明会を４回開催し合併特例債を利用して
の庁舎建設の必要性を市民へ説明されました。市民の代表として各議員は説明会に出席し、市民の皆様から賛成・
反対それぞれ熱の入ったご意見を拝聴しました。しかし、残念ながら参加者が少なかったことから、市長は広く
民意を問わなければならないと考え、最終的に建設地を採択する予定だった平成27年2月27日の特別委員会で、
住民投票の条例議案を提出されました。
平成２６年７月１８日の第１回検討委員会からの８ケ月間、百年の体系と言われる庁舎建設問題について、協議の

場のみならず、地域のなかでも会合や電話等で市民皆様から様々なご意見をいただきました。その一つ一つに真
摯に向き合い、話し合いを重ねてきた結果が、４月２６日の住民投票の結果だと認識をいたしました。

住民投票の結果、新庁舎建設反対という結論に至りました。今後は、合併特例債の活用等について、さらに市
民の代表として壱岐市議会議員全員で協議を重ね、提案をしていく所存です。
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分 類 利用区分 利 用 料

会員制認証
カード非所持

急速充電器 利用時間１～５分まで２５０円、
以降１分当たり５０円とする

普通充電器 利用時間１～１５分まで１２０円、
以降１分当たり８円とする

会員制認証
カード所持

急速充電器及び
普通充電器

各会員制認証カード発行者の定める
額による

１～３月会議で決めたこと
●壱岐市長及び副市長の給与に関する条例等の一部改正について
国家公務員の特別職等の給与に関する取扱いの状況等を踏まえ、市長、副市長、教育長及び議会議員の期末手
当支給率を調整する。県内10市中、12月議会で４市可決、５市可決された。

●壱岐市電動車両用充電器利用料条例の制定について
市が設置する電動車両用充電器の利用料は別表のとおりとし日本充電サービスの収入とする。設置場所：一支
国博物館駐車場（金額はいずれも消費税及び地方消費税を含まない額である。）

●壱岐市民病院の長崎県病院企業団加入に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について
行政組織条例、職員定数条例、職員の定年等に関する条例、給与に関する条例を一部改正した。

●友好都市の制定について
1739年（元文4）生野一揆の罪で、但馬国（兵庫県）より壱岐へ配流となった朝来市出身の小山弥兵衛が壱

岐の地域振興に生涯を捧げた縁で交流をかさねてきた。Ｈ２６の歴史・教育・経済パートナーシップ宣言を経て友
好都市提携を締結する。

●壱岐市教育委員会委員の任命について
任期満了に伴う中原正博氏の再任に同意

●人権擁護委員候補者の推薦について
任期満了に伴い西 高正氏の再任と、辻川祐喜子氏の
新任を承認

●長崎県病院企業団議会議員の選挙
長崎県病院企業団規約第７条第１号の規定に基づき、
選挙する議員の数は壱岐市から２名であり、議長の指名
推選により決定した。
議長の指名推薦により決定した。
市山 繁議員
市山和幸議員

長崎県壱岐病院
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●平成２６年度各会計予算一覧 （単位：千円）
会 計 名 現計予算額 １月補正額 ２月補正額 ３月補正額 補正後予算額合計
一 般 会 計 ２２，２７０，４８６ ３０，７１５ １６０，５４４ ２２，４６１，７４５

特
別
会
計

国民健康保険 ５，２４３，１５８ △１３７，８００ ５，１０５，３５８
後期高齢者医療 ３０７，６８５ △２，００２ ３０５，６８３
介護保険 ３，２６４，４８４ △３２，９６７ ３，２３１，５１７
簡易水道 ７６９，１２１ △１，６００ ７６７，５２１
下水道 ４４９，３３６ △２，５００ ４４６，８３６
特養老人ホーム ４４１，７６４ １４，８００ ４５６，５６４
三島航路 １２９，８７７ ２９０ １３０，１６７
農業機械銀行 １３６，６１８ １３６，６１８

合 計 １０，７４２，０４３ △１６１，７７９ １０，５８０，２６４
一般会計・特別会計の合計 ３３，０１２，５２９ ３０，７１５ △１，２３５ ３３，０４２，００９

一般会計の１月～３月補正額計 １億９，１２５万円
特別会計の１月～３月補正額計 △１億６，１７７万円
一般会計＋特別会計補正後の予算総額 ３３０億４，２００万円

平成２６年度 補正予算

どえ～な予算のあると
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
①地域消費喚起・生活支援型 ８１，６５９千円
地方公共団体が実施する、地域における消費喚起策や、これに直接効果を有する生活支援策に対して国が支援する。
●消費喚起プレミアム商品券発行事業（国：６２，７００千円 市：４，９９０千円） ６７，６９０千円
商工会・農協・漁協によりプレミアム付商品券を発行する。 発行額：５５６，６００千円
発行部数：５０，６００セット（１セット１１，０００円） 販売価格：１０，０００円／セット
●子育て世帯応援事業（国：１０割補助） １３，９６９千円
子育て世帯の経済負担の軽減を図る。 発行額：４８，４００千円
発行部数：４，４００セット（１セット１１，０００円） 子ども１名に対し１セット販売価格：８，０００円

②地方創生先行型 ８８，２５３千円
地方人口ビジョンや壱岐市総合戦略を策定し、人口減少に歯止めをかけるとともに地域の活性化を図るため国が支援する。
●外出支援サービス事業（国：４，０００千円 市：１，３１４千円） ５，３１４千円
寝たきり等のため一般の交通機関では移送が困難な高齢者の社会活動範囲を広げ福祉の向上を図る。
片道１回当り利用料６００円（非課税世帯）、９００円（課税世帯）
●高齢者・障害者向け配食サービス事業委託（国：７，９７９千円 市：２４，７８１千円） ３２，７６０千円
栄養バランスのとれた食事を訪問により定期的に提供し、健康維持、疾病予防、安否確認を図る。
利用者１人当たり週７回まで、１日１食４００円

●情報通信基盤整備工事（国：４，０５０千円 地方債：４，０００千円 市：５０千円） ８，１００千円
公共ネットワークを活用した観光・防災Wi‐Fi ステーション等を整備する。２５カ所
●集落営農組織化・法人化支援事業（国費１０割） ７，１００千円
H 27産の米価等が下落した際に収入を補てんする制度に加入できるよう集落営農の組織化及び集落営農・複数個別経

営の法人化等の取組促進
集落営農３００千円×２組織 法人化５００千円×１３組織（国費１０割）
●経営体育成支援事業 １７，８５４千円
農業用機械の導入を行う。 ①機械導入１１件（１６台）１７，５２４千円 ②追加的信用供与１件２，６２８千円
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平成２７年度当初予算

平成２７年度

一般会計予算

市民力事業（壱岐の島泥んこバレー大会：今年度は６月14日開催）

まちづくり

安全・安心の
まちづくり交付金【新規】

事業費 １６，２４７千円 単独

事業概要
自治公民館が取り組む自主防災活動及び福
祉健康活動の促進を図る。

交付内容

１．自主防災組織を設置している。（均等割１０，０００円、
世帯数割２５０円）

２．特定健診受診の推進
①当該年度の受診率が市の定める目標率以上の受診
（均等割１，２００円、世帯数割１２０円）
②当該年度の受診率が市の定める目標率の８割以上
目標未満の受診（均等割１，０００円、世帯数割１００円）

３．がん検診受診の推進
①検診ごとの当該年度の受診率が市が定める目標率
以上の受診（１種類当り均等割１，２００円、世帯数
割１２０円）

②検診ごとの当該年度の受診率が市の定める目標率
の８割以上目標未満の受診（１種類当り均等割

１，０００円、世帯数割１００円）

４．福祉保健部を設置及び活動している。（均等割
３，０００円、世帯数割２００円）

まちづくり市民力事業
事業費 ８，０００千円 単独

事業概要
市民と行政の協働により、市民の自主的で
創意あふれるまちづくり活動やコミュニ
ティ活動の推進を図り、市民自ら考え行動
する「まちづくり市民力事業」に対し支援
を行う。

一般会計 208億5,600万円
特別会計 112億9,299万円
・国民健康保険事業 ５５億９，４５３万円
・後期高齢者医療事業 ３億 ５６３万円
・介護保険事業 ３３億２，７７３万円
・簡易水道事業 ９億５，１４８万円
・下水道事業 ４億４，５２０万円
・特別養護老人ホーム事業 ４億 ６３２万円

332211億億44,,889999万万円円
（対前年度比2．1％増）

・三島航路事業 １億３，３９１万円
・農業機械銀行 １億２，８１９万円

企業会計：水道事業会計
収益的収入 １億８，７３９万円
収益的支出 １億６，２１１万円
資本的収入 ３２９万円
資本的支出 ２，９３９万円
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人口減少対策

島外通勤・通学者
交通費助成事業
事業費 ８，５００千円 単独
（過疎債５，２００千円）
事業概要
市民の島外への通勤及び通学を支援するため、壱岐

市発着の船舶及び飛行機の利用にかかる交通費を助成
することにより、定住人口の減少に歯止めをかけると
ともに、将来のＵターンを促進し、地域の活性化を図る。

情報発信

情報発信強化推進事業
事業費 ３２，３２０千円 単独
（離島活性化交付金１４，６６０千円、
過疎債１６，７００千円）
事業概要
観光客の誘客を効果的に進めるため、旅行会社、マ

スコミ（テレビ・ラジオ・雑誌社）とタイアップして
効率的な情報発信を行い、交流人口の拡大に繋げるこ
とを目的とする。
１．情報発信基盤づくり事業
２．外国語パンフレット等情報発信ツール整備事業
３．戦略的な情報発信の強化事業
４．壱岐市観光対策事業
５．観光資産パワーアッププロジェクト事業
６．市公認キャラクター「人面石くん」PR事業

保 健

入院時コミュニ
ケーション
支援事業【新規】
事業費 ４５０千円 補助（国県費３３７千円）

事業概要
意思疎通が困難な重度のALS（筋萎縮性側索硬化
症）患者の方が入院された際、眼球運動を読み取るこ
とのできるコミュニケーション支援員を派遣し、医師
等とのコミュニケーションを支援する。

全国健康福祉祭（ねんりん
ピック長崎２０１６）推進事業【新規】

事業費 ２，７６８千円 補助
（県費１，５４９千円）
事業概要
全国健康福祉祭（愛称：ねんりんピック）は、スポー
ツや文化種目の交流大会を始め、健康や福祉に関する
多彩なイベントを通じ、高齢者を中心とする国民の健
康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚を図り、ふ
れあいと活力ある長寿社会の形成に寄与するもので、
平成２８年度に長崎県で開催され壱岐市ではウォークラ
リー競技を実施する。平成２７年度はリハーサル大会の
経費を計上。

観 光

インバウンド自治体連携
観光推進事業

事業費 ６，０２０千円 単独
（離島活性化交付金２，４６０千円）
事業概要
１．福岡市との観光連携事業
観光プロモーション事業を福岡市と連携して実施し、
外国人の誘客を図る。
２．ビジットジャパン地方連携事業
壱岐市と壱岐への玄関口である福岡市、更に広島県
内４市の６市で連携し、外国人観光客誘致促進と認
知度向上を図る。

福 祉

生活困窮者
自立支援事業【新規】

事業費 １４，３５１千円 補助
（国費１１，１５５千円）
事業概要
壱岐市社会福祉協議会へ委託し、生活困窮者相談業
務等を行い困窮状態から早期に脱却することを支援し、
状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援等を実施す
るとともに、地域における自立・就労支援等の体制の
構築を図る。
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子育て応援

ファミリーサポート
センター事業

事業費 ２，１６０千円 補助
（県費１，４４０千円）
事業概要
「子育てのお手伝いをしたい人」と「子育てを手助
けしてほしい人」が、ともに会員となり一時的な子ど
ものお世話を有料で行う、地域子育て支援活動。
・委 託 先 壱岐市社会福祉協議会
・利用会員 市内在住で生後４か月から小学６年生以

下の子どもをもつ方。
・協力会員 市内在住で心身ともに健康で、積極的に

援助活動を行うことができる１８歳以上の
方。

放課後児童クラブ施設整備事業
事業費 ５１，９３６千円 補助（国県費３２，０７４千円）

事業概要
現在箱崎地区の放課後児童クラブは民間委託である
が、社協芦辺事業所へ運営を譲渡するにあたり施設整
備を行う。
また、郷ノ浦町でも新設運営の要望があっているこ

とから、社協郷ノ浦事業所での開設に伴い施設整備を
行う。

多子世帯保育料軽減事業【新規】
事業費 ８，３１４千円 補助（県費 ２，７０７千円）

事業概要
幼稚園は小学校６年生以下の子ども、保育所は小学
校３年生以下の子どもがいる家庭の第３子の保護者負
担金を減免（所得制限あり）することにより、経済的
負担を軽減する。
１．小規模保育施設保育料減免分 ４１４千円
２．保育料システム改修 ２，９００千円
３．保育所・幼稚園の保育料等の減免分 ５，０００千円

（※市運営分の歳出はなし）

離島活性化

離島輸送コスト
支援事業

事業費 ７４，７３４千円 単独
（離島活性化交付金３４，３６６千円、過疎債３４，３００千円）
事業概要
離島から本土へ出荷する農水産物を対象に、海上輸
送コストの２／３を助成する。農業関係分 ３０，０００千
円、水産分 ４４，７３４千円

水産振興

新生水産県ながさき
総合支援事業

事業費 ３４，３５０千円 補助
（県費２２，９００千円、過疎債１１，４００千円）
事業概要
水産業の収益性改善を図る取組を強化すること、資
源を守りながら現在の漁業生産を確保すること、並び
に意欲ある中核的な担い手を育成することを基本的な
考え方とし、各種施策の効果的な展開を図る。

産地水産業強化支援事業
事業費 １２２，１９４千円（国費８１，４６３千円、
県費１４，８１１千円、過疎債２５，９００千円）
事業概要
水産業生産基盤としての共同利用施設等の整備によ
り、効率的かつ安定的な漁業経営の育成を図ることを
目的として、今回壱岐東部漁協の製氷施設を改築し、漁
獲物の鮮度保持を図り魚価の向上及び所得向上を図る。

水産基盤整備事業
事業費 ２４６，３７９千円（県費１６９，８２０千円、
過疎債６１，５００千円）
事業概要
漁港機能の整備と利便性向上、また、既存の漁港施設
の維持補修工事を行う。
１．市営漁港機能保全工事調査業務
２．経済調査業務（湯ノ本、諸津、大久保）
３．壱岐地区再生漁村再生整備工事（大久保、小崎、湯ノ本、諸津）
４．車止設置工事（石田地区）
５．半城湾浦ノ浜浮桟橋改修補助

水水遊遊びび（（勝勝本本幼幼稚稚園園））
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畜産振興

地域肉用牛活性化
プロジェクト推進事業
事業費 ２５，５００千円 単独（過疎債２２，９００千円）

事業概要
経営的な規模拡大を志向する農家が生産性の高い肉

用牛生産経営の確立を図り、モデル的で低コストな経
営を行うための牛舎等を整備する。
１．淘汰更新による機能向上推進 １２，０００千円
２．遊休及び低未利用施設の利活用推進 ４，０００千円
３．緊急増頭対策 ８，５００千円
４．壱岐牛ブランドアップ推進 １，０００千円

家畜導入事業
事業費 ３２，９４０千円 補助

（県費２３，９６０千円、過疎債８，０００千円）
事業概要
肉用牛の維持・増頭対策事業として、導入にかかる

費用の助成を行い、経営規模の維持・拡大に資するこ
とを目的とする。
１．優良タイプ（増頭） ６０頭×２５０千円
２．一般タイプ（頭数維持） １３０頭×１３８千円

建 設

道路改良工事
事業費 ４６４，２５１千円（国費１４７，０００千円、
過疎債７８，２００千円、辺地債１７３，０００千円）
事業概要
道路の整備をすることにより、交通の安全を確保し、

観光産業の振興及び地域の活性化を支援する。
（補助事業）１１路線、（起債事業）９路線、（単独事業）
９路線

安全・安心な住環境づくり支援事業
事業費 ２９，３００千円（県費７，０１３千円）
事業概要
１．住宅リフォーム支援事業として、平成２５年度から
平成２７年度までの３年間事業の最終年度で、市内の
建設業者に発注して、３０万円以上の住宅のリフォー
ムを行う方に、その工事費用の一部を補助し、地域
経済の活性化と良好な住環境づくりを促進する。
（補助率１０分の１、上限２０万円、事業費総額２０，０００
千円）

２．住宅性能向上リフォーム支援事業補助金は、前年
度に引き続き県の補助事業として、既存住宅のバリ
アフリー化などを行う方に、その工事費用の一部を
補助を行う。
（事業費総額６，８００千円 ※県の配分額により変動あり）
３．老朽危険家屋除去支援事業補助金は、安全かつ安
心な住環境づくりを促進するため、老朽化し危険な
家屋等の除却を行う方に対し補助を行う。
（補助対象経費に２分の１を乗じて得た額とし、５０
万円を上限とする。事業費総額２，５００千円）

学校施設

学校耐震改修事業

事業費 ４６４，４３１千円（国費１２０，３６１千円、全国防災
債１７２，６００千円、合併特例債１６２，３００千円）
事業概要
学校施設は、児童生徒などの学習・生活の場である
とともに、非常災害時には地域住民の応急避難場所と
しての役割も果たすことから、その安全性の確保は極
めて重要であるため、耐震化の推進を図る。
１．小学校（盈科、柳田、鯨伏、田河、初山、石田）

４３１，８９７千円
２．中学校（郷ノ浦） ３２，５３４千円

芦辺小学校校舎改築事業【新規】
事業費 １９，４７０千円 単独

事業概要
芦辺小学校の校舎改築については、平成２９年４月の
供用開始を目途に改築工事の設計委託業務を実施する。

スポーツ振興

子ども夢プラン
応援補助金【新規】

事業費 １，０００千円（ふるさと応援寄附金１，０００千円）

事業概要
市内小中学生及び高校生で優れた能力を持ち、日々
練習に励んでいる児童・生徒に対し、上部団体等から
選抜され参加要請があった場合、その合同練習や大会
等に参加する旅費等の一部を補助する。

筒城浜ふれあい広場ジョギングコース整備事業【新規】
事業費 ７６，０５５千円 単独（辺地債７４，２００千円）

事業概要
筒城浜ふれあい広場にある遊歩道は、小中学校の駅
伝大会等で使用していることや、実業団陸上部の合宿
において練習場所として使用していることから、遊歩
道を１kmの周回ジョギングコースとし、雨天時にお
いても足元が悪くならないゴムチップウレタン舗装で
整備を行う。
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委員会レポート

予 算特別委員会
本委員会に付託された議案第２４号平成２６年度
壱岐市一般会計補正予算（第１０号）及び議案第
３２号平成２７年度壱岐市一般会計予算について審

査の結果両議案共に原案可決した。
［委員会意見］
平成２７年度予算については、今後国の地方創
生関連の交付金の動向を見据え有効な活用が出
来るような配慮を願いたい。

総 務文教厚生常任委員会
付託された議案２５件、請願２件、陳情１件を
審査した。
全議案を可決し、請願第１号及び第２号のへ
き地保育所における公平な延長保育の実施につ
いては、島内保育所の実態把握が必要であるた

め現況調査を執行部に要請し再度審議すること
で、継続審査とした。陳情１件は採択した。
［委員会意見］
議案第５号、壱岐市長及び副市長の給与に関
する条例等の一部改正については、現在の社会
情勢では市民の理解が得られない等の意見はあ
りましたが、国家公務員の特別職等の給与に関

する取扱い状況と長崎県内１３市の
期末手当の支給率を比較すると壱
岐市は低い水準であることから原
案可決となった。（県内の議案可
決状況：Ｈ２６．１２月議会可決４市、
Ｈ２７．３月議会可決５市、改正前
から高率であったのは３市）

産 業建設常任委員会
付託された議案１４件、要望１件を審査した。議案１３
号「壱岐市電動車両用充電器利用料条例の制定」及び
議案１７・１８号「公の施設（筒城浜ふれあい広場・シー
サイド小水浜）の指定管理者の指定」の３件は現地調
査を実施し、全議案を可決した。要望１号「離島航路
における海上高速交通体系の維持について」は、内容
調査に時間を要するために継続審査とした。
［委員会意見］
◎簡易水道事業と上水道事業の統合準備と並行して、漏水対策の事業計画
を策定し、安全・安心な水道水の安定供給と有収率向上に努めること。

「特養ホーム・ハッピーヒルズ」

シーサイド小水浜

壱壱岐岐市市電電動動車車両両用用充充電電器器（（一一支支国国博博物物館館））
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一 般 質 問

Ｑ

鵜
瀬

和
博
議
員

Ｑ

生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て

①
医
療
費
の
増
高
で
国
保
税
は
年
々
上
が

る
。
全
国
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も
８０
歳

を
超
え
、
健
康
寿
命
と
の
差
が
男
性
９
年
、

女
性
１２
年
と
な
っ
て
い
る
。
長
崎
県
は
平

均
寿
命
も
健
康
寿
命
も
ワ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

で
あ
り
、
壱
岐
市
は
県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
で
あ
る
。
平
成
２４
年
の
特
定
健
診

の
結
果
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
が
４
項
目

（
メ
タ
ボ
該
当
者
数
割
合
・
糖：

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
６
・
５
％
以
上
の
割
合
・

尿
蛋
白
（
＋
）
以
上
の
割
合
・
肝
機
能
γ

Ｇ
Ｔ
が
高
い
割
合
）
と
な
っ
て
い
る
。
現

状
を
市
民
に
知
ら
せ
生
活
習
慣
病
対
策
が

必
要
。

②
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
自
治
公
民
館
で

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
公
共
施
設
の

入
口
付
近
で
の
喫
煙
所
は
移
動
す
べ
き
。

Ａ

市

長

市
民
の
意
識
高
揚

①
医
療
機
関
・
健
康
づ
く
り
推
進
員
・
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
等
と
連
携
を
図
る
。
ま
ず
は

市
民
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
壱
岐
は
全
国
・
県
内
で
も
喫
煙
率
、
肺

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
。
啓
発
に
取

り
組
む
。

Ｑ

避
難
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

特
に
自
主
避
難
施
設
に
情
報
を
得
る
放

送
関
係
・
告
知
器
さ
え
無
い
所
が
あ
る
。

Ａ

市

長

携
帯
型
で
対
応

９
カ
所
が
未
設
置
で
あ
り
、
点
検
整
備

は
各
関
係
機
関
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ

地
域
振
興
が
壱
岐
の
振
興

第
２
次
総
合
計
画
と
合
わ
せ
地
方
創
生

法
制
定
に
よ
り
各
施
策
の
数
値
目
標
を
設

定
し
た
「
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
５
か

年
の
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
政

策
評
価
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
第
１
次
計
画
の
総
括
、
評
価
を
早
期
に

行
い
、
２
次
計
画
に
反
映
を
。

②
地
域
実
情
も
踏
ま
え
、

計
画
策
定
は
住
民
参
加
型

で
。

③
市
の
政
策
評
価
は
実
施

時
期
が
遅
い
。
要
綱
に
は

外
部
評
価
実
施
と
あ
る
が
。

④
国
の
人
材
支
援
、
地
域

経
済
分
析
な
ど
最
大
限
活

用
す
べ
き
。

⑤
人
口
減
少
対
策
は
官
民

一
体
の
取
組
が
重
要
。
弘

前
市
の
よ
う
に
移
住
応
援

企
業
認
定
制
度
を
創
設
し
て
は
。

⑥
内
需
拡
大
と
地
域
振
興
の
た
め
地
域
へ

戸
建
て
公
営
住
宅
建
設
を
。

⑦
公
営
住
宅
管
理
な
ど
民
間
に
で
き
る
も

の
は
民
間
に
。
行
政
改
革
推
進
員
会
で
も

民
間
委
託
な
ど
協
議
す
べ
き
。

⑧
通
年
の
市
道
管
理
等
で
新
た
な
雇
用
創

出
が
可
能
で
は
。

Ａ

市

長

同
感
で
あ
る

①
早
い
段
階
で
総
括
、
評
価
を
行
い
、
次

期
総
合
計
画
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
反
映

さ
せ
る
。

②
各
年
齢
層
の
市
民
は
じ
め
産
学
金
労
言

等
の
意
見
を
十
分
聞
き
、
住
民
参
加
型
で

策
定
す
る
。

③
ご
指
摘
の
通
り
。
外
部
評
価
は
未
実
施

の
た
め
お
詫
び
し
、
改
善

す
る
。

④
人
材
派
遣
も
含
め
積
極

的
に
活
用
し
た
い
。

⑤
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
、
人
口
減
少
対
策
に
取

組
む
。

⑥
検
討
を
進
め
た
い
。

⑦
事
業
者
数
や
地
理
的
条

件
等
で
厳
し
い
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
経
費
節

減
、
人
員
削
減
等
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
十
分
検
討
し
た
い
。

⑧
伐
採
樹
木
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
れ
ば
発
電
施
設
の

管
理
運
営
な
ど
雇
用
創
出
が
期
待
で
き
る
。

今
西

菊
乃
議
員

６人が登壇

人口減少対策会議
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一 般 質 問

土
谷

勇
二
議
員

Ｑ

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
つ
い
て

壱
岐
市
全
体
で
管
理
、
委
託
さ
れ
て
い

る
公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対

し
て
人
口
減
少
に
伴
い
施
設
の
必
要
性
や
、

課
題
に
つ
い
て

Ａ

市

長

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
す
る

本
市
に
お
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
将
来

を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
適
正
な
管
理
が
行
え
る
よ
う
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
、

管
理
に
関
す
る
基
礎
情
報
の
固
定
資
産
税

台
帳
を
整
備
し
２９
年
度
か

ら
実
施
す
る
。

Ｑ

中
学
校
の
廃
校

再
利
用
に
つ
い
て

統
廃
合
が
行
わ
れ
４
年

が
経
過
し
て
い
る
廃
校
の

再
利
用
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

Ａ

市

長

未
確
定
だ
が
予
定
が
あ
る

芦
辺
町
の
廃
校
跡
地
は
福
祉
施
設
へ
提

供
し
、
郷
ノ
浦
町
廃
校
跡
地
は
体
験
農
園

と
し
て
再
利
用
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
を

受
け
て
い
る
。

Ｑ

住
宅
整
備
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
伴
い
、
空
き
家
、
空
き
室

が
出
て
く
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

方
に
期
間
限
定
（
家
賃
無
料
・
水
道
光
熱

費
有
料
）
で
提
供
し
て
は
ど
う
か

Ａ

市

長

検
討
し
た
い

人
口
減
少
が
進
む
中
で

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、
新
し
い
住
宅
は
造
ら

な
い
と
し
て
い
る
、
Ｉ

タ
ー
ン
の
方
に
提
供
す
る

こ
と
は
検
討
し
た
い
。

赤
木

貴
尚
議
員

Ｑ
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

川
内
原
発
は
夏
に
も
再
稼

働
の
見
通
し
。
玄
海
原
発
も

同
じ
手
順
で
再
稼
働
さ
れ
る

と
思
う
。
①
市
独
自
で
避
難

経
路
は
策
定
し
て
い
る
の
か
。

他
市
で
は
体
育
館
の
一
部
を

気
密
性
高
め
る
整
備
を
し
て

い
る
が
。

②
市
の
防
災
計
画
に
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
保
管
場
所
や
数
量
な
ど
書
い
て

な
い
。
身
近
な
場
所
に
置
い
て
住
民
に
知

ら
せ
る
べ
き
。

③
学
校
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
避
難
体

制
は
。

④
対
策
本
部
は
勝
本
庁
舎
で
は
な
く
設
備

が
整
っ
た
消
防
本
部
の
活
用
を
。

Ａ

市

長

早
急
に
取
り
組
む

①
壱
岐
は
家
屋
散
在
し
て
い
る
の
で
避
難

経
路
を
指
定
す
る
の
は
難
し
い
。
気
密
性

の
整
備
は
Ｅ
Ｐ
Ｚ
１０
キ
ロ
以
内
の
施
設
し

か
補
助
が
な
い
。

②
３０
キ
ロ
圏
内
の
人
口
分
を
市
民
病
院
に

保
管
。
服
用
は
原
則
医
師
の
関
与
の
下
で

２７
年
度
３０
キ
ロ
圏
内
の
学
校
施
設
に
県
か

ら
配
布
さ
れ
る
。

③
避
難
計
画
の
作
成

に
至
っ
て
い
な
い
。

④
も
し
全
戸
避
難
と

な
っ
た
場
合
、
最
後

ま
で
指
揮
を
取
る
た

め
勝
本
庁
舎
で
。

Ａ

教
育
長

避
難
訓
練
の
み
実
施

各
学
校
に
備
え
付
け
の
防
災
安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
初
期
的
な
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ

観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
１２
月
、
１
月
、
２

月
に
フ
ェ
リ
ー
代
を
ワ
ン
コ
イ
ン
化
を
し

て
帰
省
客
や
観
光
客
を
増
や
せ
な
い
か
。

Ａ

市

長

現
段
階
で
は
厳
し
い

国
境
離
島
新
法
の
成
立
を
願
う
。

市政を質す

防災訓練スキミングチェック

廃校施設
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一 般 質 問

Ｑ

呼
子

好
議
員

Ｑ

特
定
海
域
に
つ
い
て

対
馬
海
峡
は
領
海
幅
が
３
海
里
の
特
定

海
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
屈

指
な
漁
場
で
あ
る
七
里
ヶ
曽
根
は
公
海
で

あ
る
。
国
境
離
島
新
法
が
制
定
さ
れ
た
な

ら
ば
国
境
離
島
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
要
請

活
動
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

Ａ

市

長

国
防
上
の
指
定
と
認
識

非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
上
で
公
海
が

設
置
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ

壱
岐
を
元
気
に

①
旧
態
然
の
産
業
政
策
で
は
、
壱
岐
の
将

来
は
な
い
�
本
年
度
の
有
効
求
人
倍
率
は

県
下
最
下
位
で
あ
る
。
有
効
な
具
体
策
は
。

②
地
域
振
興
は
箱
物
作
り
で

は
な
い
�
人
づ
く
り
を
。

③
畜
産
振
興
は
建
設
業
の
参

入
が
鍵
で
は
。

Ａ

市

長

行
う
は
難
し

①
国
・
県
の
補
助
制
度
を
有

効
活
用
し
て
支
援
し
て
い
る
。

②
海
土
町
の
振
興
策
は
大
変

参
考
に
な
る
。

③
二
年
前
に
建
設
業
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
参

入
に
否
定
的
。
集
落
営
農
組

織
に
働
き
か
け
て
い
る
。

Ｑ

地
方
創
生
策
定
計
画
に
つ
い
て

①
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
策
定

は
自
治
体
、
特
に
農
業
・
水
産
・
観
光
等

地
方
に
埋
も
れ
た
潜
在
能
力
を
最
大
限
引

き
出
す
や
る
気
の
自
治
体
に
情
報
支
援
、

人
的
支
援
を
行
う
市
の
計
画
は
。

②
人
的
支
援
の
要
請
は
。
省
庁
は
。

Ａ

市

長

特
色
を
生
か
し
た
戦
略
策
定

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
創
生
総

合
戦
略
を
今
年
９
月
を
目
標
に
壱
岐
市
の

特
色
を
生
か
し
た
総
合
戦
略
と
し
た
い
。

国
か
ら
の
人
的
支
援
に
、
壱
岐
市
は
副
市

長
と
し
て
迎
え
る
要
望
を
し
て
い
る
。

Ｑ
湯
ノ
本
温
泉
を
核
に
し
た
観
光
地
に

①
猿
岩
・
温
泉
・
い
る
か
・
ゴ
ル
フ
・
古

墳
を
含
め
た
観
光
名
所
・
保
養
地
・
グ
ル

メ
の
街
に
。

②
海
の
駅
に
ト
イ
レ
、
物
産
館
の
併
設
、

サ
ン
ド
ー
ム
・
宿
泊
施
設
の
改
修
を
。

③
学
校
・
特
養
跡
地
や
埋
め
立
て
地
の
利

活
用
は
。
実
業
団
、
学
生
の
合
宿
、
保
養

地
に
。

④
新
た
な
温
泉
の
掘
削
は
。

Ａ

市

長

温
泉
掘
削
に
理
解
を

過
去
、
温
泉
掘
削
に
反
対
が
多
か
っ
た

が
今
で
も
泉
源
の
方
々
の
理
解
を
得
た
い
。

あ
き
ら
め
て

い
な
い
。
特

養
ホ
ー
ム
の

跡
地
は
２９
年

４
月
に
専
門

学
校
が
開
校

予
定
。
湯
ノ

本
の
振
興
・

活
性
化
に
つ

な
が
る
。
特
養
の
前
の
埋
め
立
て
地
は
分

譲
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

Ｑ

和
牛
は
世
界
一
お
い
し
い
肉
。

増
頭
計
画
は

①
Ｊ
Ａ
の
２６
年
度
肉
用
牛
販
売
額
３７
・
６

億
円
、
漁
獲
高
と
同
額
。
壱
岐
の
経
済
に

貢
献
。
高
齢
化
で
休
止
が
多
い
。
若
い
参

入
者
の
希
望
と
、
牛
舎
の
対
策
は
。

②
国
は
繁
殖
牛
１
頭＝

８
〜
10
万
円
で
緊

急
予
算
措
置
し
た
。
市
の
助
成
措
置
と
、

専
門
技
術
者
の
養
成
は
。

Ａ

市

長

畜
産
の
振
興
を
図
る

増
頭
に
向
け
た
国
・
県
の
補
助
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。
平
成
２７
年
６
件
１
４
０

頭
、
２８
年
２
１
５
頭
計
画
。
空
き
牛
舎
物

件
が
１２
件
あ
り
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て
い
る
。

遊
休
牛
舎
・
増
改
築
等
に
５
０
０
万
円
上

限
の
４０
％
補
助
し
て
い
る
。
技
術
者
の
養

成
は
専
門
は
Ｊ
Ａ
、
振
興
局
。
経
営
に
行

政
が
携
わ
る
事
は
慎
む
べ
き
。

音
嶋

正
吾
議
員

湯本温泉

特定海域での領海の限
界線を表示したものです
（濃い青色は領海を表し
ています）。
【注釈】
公海：各国が自由に航行
できる
領海：国の領域。原則12
海里・約22㎞
特定海域：対馬・宗谷・
津軽・大隅各海峡で領海
3海里である

対馬海峡
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議案と審議結果一覧表（１月～３月会議）
開催月 番 号 議 案 内 容 付託委員会 本会議採決結果

１月
報告第１号 平成２５年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告について ― １／２６ 報告済
議案第１号 平成２６年度壱岐市一般会計補正予算（第９号） 省略 １／２６ 可決
発議第１号 壱岐市議会基本条例の一部改正について 省略 １／２６ 可決

３月

議案第２号 壱岐市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第３号 長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第４号 壱岐市行政手続条例の一部改正について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第５号 壱岐市長及び副市長の給与に関する条例等の一部改正について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第６号 壱岐市立小・中学校設置条例の一部改正について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第７号 壱岐市健康公園条例の廃止について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第８号 壱岐市母子健康センター条例の廃止について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第９号 子ども・子育て支援法施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第１０号 壱岐市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例の制定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第１１号 壱岐市子ども・子育て支援法第８７条の規定による過料に関する条例の制定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第１２号 壱岐市介護保険条例の一部改正について 総務文教厚生 ３／２３ 採択
議案第１３号 壱岐市電動車両用充電器利用料条例の制定について 産業建設 ３／２３ 採択
議案第１４号 壱岐市民病院の長崎県病院企業団加入に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第１５号・１６号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市芦辺浦住民集会所・壱岐市高等職業訓練校） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第１７号・１８号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市筒城浜ふれあい広場・壱岐市シーサイド小水浜） 産業建設 ３／２３ 可決
議案第１９号 友好都市の提携について 産業建設 ３／２３ 可決
議案第２０号 財産の無償譲渡について 産業建設 ３／２３ 可決
議案第２１号・２２号 公有水面埋立（郷ノ浦港区域内・大島（壱岐）漁港区域内）について 産業建設 ３／２３ 可決
議案第２３号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 産業建設 ３／２３ 可決
議案第２４号 平成２６年度壱岐市一般会計補正予算（第１０号） 予算特別 ３／２３ 可決
議案第２５号 平成２６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第２６号 平成２６年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第２７号 平成２６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第２８号 平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 産業建設 ３／２３ 可決
議案第２９号 平成２６年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 産業建設 ３／２３ 可決
議案第３０号 平成２６年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第３１号 平成２６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第３号） 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第３２号 平成２７年度壱岐市一般会計予算 予算特別 ３／２３ 可決
議案第３３～３５号 平成２７年度壱岐市国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険事業特別会計予算 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第３６～３７号 平成２７年度壱岐市簡易水道・下水道事業特別会計予算 産業建設 ３／２３ 可決
議案第３８～３９号 平成２７年度壱岐市特別養護老人ホーム・三島航路事業特別会計予算 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第４０号 平成２７年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算 産業建設 ３／２３ 可決
議案第４１号 平成２７年度壱岐市水道事業会計予算 産業建設 ３／２３ 可決
議案第４２号 壱岐市子ども・子育て支援事業計画の策定について 総務文教厚生 ３／２３ 可決
議案第４３号 壱岐市庁舎建設に関する住民投票条例の制定について 省略 ３／９ 可決
議案第４４号 平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第１号） 省略 ３／２３ 可決
同意第１号 壱岐市教育委員会委員の任命について 省略 ３／２３ 同意
諮問第１号・２号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 ３／２３ 了承
請願第１号・２号 へき地保育所における公平な延長保育の実施についての請願 総務文教厚生 ３／２３ 継続審査
陳情第１号 知的障害者入所施設建設に関する陳情 総務文教厚生 ３／２３ 採決
要望第１号 離島航路における海上高速交通体系の維持についての陳情要望 産業建設 ３／２３ 継続審査
発議第２号 壱岐市議会委員会条例の一部改正について 省略 ３／２３ 可決

◆賛否（賛成・反対）のあった議案 ○…賛成 ×…反対

議案名番号
（上記を参照）

赤
木

貴
尚

土
谷

勇
二

呼
子

好

音
嶋

正
吾

小
金
丸
益
明

深
見

義
輝

今
西

菊
乃

市
山

和
幸

田
原

輝
男

豊
坂

敏
文

中
田

恭
一

久
間

進

市
山

繁

牧
永

護

鵜
瀬

和
博

賛

成

反

対

結

果

壱岐市長及び副市長の給与に関
する条例等の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ １０ ５ 可

決

壱岐市庁舎建設に関する住民
投票条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １４ １ 可

決
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に
見
え
る
効
果

目
に
見
え
な
い
効
果

目

ICT とは：情報処理および情報通信、つまり、コンピュータやネットワーク
に関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称である。
IT（情報技術）のほぼ同義語。

①委員会設置の目的
タブレット端末の普及が加速するなか、全国の議会や自治体においても、タブレット端末の利点を生

かした議会導入が進められている。
当委員会においてもタブレット端末の導入について、次の３つのテーマを検証するとともに、議会全

体で情報（検証結果）を共有し、議会としてタブレット端末の導入に向けた一定の成果（結論）を出す
ことを目的とする。

１．議案書や市が作成する計画書など、議会招集通知を含む案内文書全てのペーパーレス化
及び議案書印刷にかかる経費削減

２．議案書作成にかかる職員の労力軽減
３．議会運営（本会議及び委員会等）及び審議の効率化

②検討内容
１．導入メリットの検討 ①議員の利便性向上

②執行部の負担軽減
２．タブレット端末の選定（機種、モデル）
３．文書（会議）共有システム（アプリ）の選定
４．コスト削減効果（試算・効果検証）
５．労務削減効果（試算・効果検証）
６．タブレット端末運用規定（案）作成
７．各種費用（見積）から見える導入効果（試算）のまとめ
８．その他委員会として必要な事項

①コピー代の削減
→ コピー機維持管理費
（トナー、メンテナンス）
②紙代・消耗品費の削減
→ ホチキス、修正テープなど
③労務時間・人件費の削減
→ 議案、資料等作成
④議事録製本委託費の削減

①議案、資料等の配付
→ 郵送、自宅持込など
②議案、資料等の修正
→ 差替え作業（電話等対応）
③議案、資料等の保管・廃棄
→ ファイル作業、ゴミ出し
④ゴミ削減・環境対応効果
⑤招集通知等の発送
→ 用紙代、郵便料の削減

【今後の取り組み】
委員会を数回開催し、具体的な削減額を早急に計上して協議結果を議会運営委員会へ報告し
利便性とコスト削減について、議員はもちろん市民にもわかりやすいように説明していきたい。

壱壱岐岐市市議議会会 IICCTT導導入入検検討討委委員員会会発発足足

ICT 導入検討委員会

壱岐市議会だより ２０１５年第４５号14



私は、仕事上観
光客のお客様と触れ合う

機会があります。その際に、
壱岐は道案内の看板が少なく初めて来
た人には道が分かりづらいといった声
をよく耳にします。住みなれた私たち
でも道に迷ったりすることがあります。
なので、もっと特に観光名所周辺の道

案内の看板を中心に増や
してほしいです。

女性 ２７歳

いよいよ転勤の
日が決まりました。クイ

ズに応募するのも今回で終わ
りなので寂しく感じます。来る前は、
初めての島生活に不安でいっぱいでし
たが、人の暖かさや自然豊かな所で本
当に住みやすかったです。新しい所へ

行ったら壱岐の良さをアピー
ルしようと思っています。

女性 ３３歳

市民の意見とか感想とか書
くようになってますが、意見等は反
映したり対処されたりしています
か？返答等をのせてもらったら意見
の出しがいがあります。

女性 ５８歳

孫が４月から壱岐で就
職します。大学生活の４年間、

島を離れ壱岐の方々の暖かさと親の
ありがたさを改めて感じたようです。
「生まれ育った壱岐で恩返しがした
い」と言っています。若いパワーで
もっともっと活性化して欲しいで
す!!

女性 ７８歳

行政視察報告がなされ
るようになり、ありがたい事で
あるが、それに基づき議員さん
の手腕が楽しみである。

女性 ７３歳

イルカの街路灯やご当地マン
ホールを見つけては子供と一緒に楽
しくなっています。もっと壱岐の島
中に増えるといいなあと思います。

女性 ３７歳

議会中継再放送、夜に
して頂きありがとうございます。
欲をいえば数回の再放送を希望
します。他のは何回でも再放送
があってるのですから。よろし
くお願いしま～す。

女性 ４９歳

議会だよりを読んでから、
人口の減少に歯止めが未だ、かから
ずこの先過ごしていく状況でしょう
けれども島内で交流が続いて行けた
らと感じています。

女性 ５１歳

「議会だより第４４号」クイズ
応募者よりいただいたご意見ご感想です。

（応募者３２人中 正解者３１人）

現社会では、子供を巻き
込んだ悲しい事件が日々
ニュースで流れています。子
供が安全で、子育てしやすい
島であることを願います。

女性 ６１歳

壱岐市議会だより ２０１５年第４５号 15



壱
岐
市

第
45
号

議
会
だ
よ
り

壱岐市議会だよりクイズ

編集後記

クイズに答えて図書カード（1,000円）が当たります。
皆さんのご応募待ってま～す!! この議会だよりの中に

答えがありますので、
最初から最後まで良く
読んでみてください。

Q1「壱岐市民病院」は４月１日から
「○○○○○病院」に生まれ変わりました。

Q2 タブレット端末導入に向けて
「壱岐市議会○○○導入検討委員会」発足

Q3 壱岐市は「○○市」と友好都市
提携を図る

《個人情報の取り扱いについて》
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の目的以外には利用いたしません。

《応募方法》 クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、市政へのご意見・ご要望などお
書き添えください。
ご意見などは、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹介
させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード１，０００円分をお
贈りします。（当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》 〒８１１－５５２１
壱岐市勝本町西戸触１８２－５ 壱岐市議会事務局 宛

《しめきり》 平成２７年６月３０日（当日消印有効）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

赤
木

貴
尚

副
委
員
長

久
間

進

委
員

牧
永

護

豊
坂

敏
文

深
見

義
輝

土
谷

勇
二

第２４回クイズの答え

①１１１ ②湯 ③三・二
応募総数３２人中、３１人が全問正解

第２４回クイズの当選者

福原 孝子様 山内 礼子様
松本 兼次様 馬込千佐子様
瀬山 綾子様 （順不同）
おめでとうございます！

第25回

お知らせ
壱岐市ホームページ
http://www.city.iki.nagasaki.jpの市議会
のインデックス（見出し）を検索すると、市長行
政報告および議員の一般質問の音声を生で聞く
ことができます。また市議会会議録は、議会事
務局・市役所本庁（総務課）・各庁舎（市民生活
班）・各図書館で閲覧できます。ご利用ください。

公職選挙法の規定について
お中元・お歳暮や、祝儀・見舞
い等の金品を送ることや、暑
中見舞い・年賀状などの挨拶
状や有料の広告は禁止されて
おります。市民みなさまのご
理解とご協力をお願い申し上
げます。壱岐市議会議員一同

編集 議会広報特別委員会

〒811-5521
長崎県壱岐市勝本町西戸触182-5
TEL：0920-42-1111
FAX：0920-42-0096

【E-mail】iki-gikai@city.iki.lg.jp
【URL】http://www.city.iki.nagasaki.jp

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、

三
月
は
、
卒
業
や
異
動
に
よ
り
別
れ

が
あ
り
、
四
月
は
入
学
や
、
新
し
い

出
会
い
が
あ
り
春
か
ら
初
夏
に
か
け

て
、
壱
岐
の
島
は
、
変
わ
り
ゆ
く
風

や
香
り
が
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
く

れ
心
地
よ
い
日
々
が
過
ご
せ
ま
す
。

こ
の
季
節
の
美
し
い
花
や
若
葉
を

見
る
と
「
前
向
き
」
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
ス

タ
ー
ト
で
気
持
ち
を
新
た
に
、
壱
岐

の
島
が
、
益
々
輝
く
よ
う
に
皆
さ
ん

と
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

赤
木

貴
尚

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。
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